
11 霜月

2016　No.591号

広 報広 報 Izumizaki-mura  Fukushima-kenIzumizaki-mura  Fukushima-ken

い
ず
み
ざ
き

　10月1日㈯雨雲が見え心配な天気ではありましたが、園児
168名の元気パワーで天気も回復し、平成28年度秋季大運動
会が実施されました。
　久保木村長をはじめ、たくさんのご来賓の皆さまやご家族
の皆さまが見守る中、全園児による運動会スローガン「かが
やけ！みんなのこころに金メダル！」の呼びかけから入場行
進が始まりました。
　園児たちは、かけっこやリズム、綱引きやダンシング玉入
れ、親子競技やバルーン演技など、たくさんの種目を次々と
こなし、チームの勝利に向けて一生懸命に頑張りました。
　閉会式では、紅白青組が同得点で引き分けに終わりました
が、園児たちの表情からは、やり遂げた満足感と自信が感じ
られました。そして、たくさんの保護者の方の声援から、家
族の温かさに触れることもできた素晴らしい運動会でした。
　本部役員、クラス委員、一般保護者のお手伝いの方には、
早朝の会場設営から運動会運営、そして片付けまで、たくさ
んのご協力をいただきました。保護者の皆様や地域の皆様の
ご協力に感謝をいたします。

幼稚園運動会が開催されました。
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平成27年度　決算報告
平成27年度一般会計の歳入は66億2,583万円（前年度比9,998万円、1.5％増）、歳出は61億876万円（前年度比
△1,378万円、0.2％減）で実質収支は4億6,927万円の黒字となっています。

歳入内訳

性質別歳出 目的別歳出

村税 
11億8,013万7千円 （17.8%）

繰入金
 6,927万9千円（1.0%）

繰越金
 4億329万9千円（6.1%）
使用料・手数料
5,956万7千円（0.9%）

諸収入他
 8,460万5千円（1.3%）

県支出金
20億4,532万1千円（30.9%）

地方交付税
15億9,477万6千円（24.1%）

村債
7億1,825万9千円（10.8%）

国庫支出金
2億7,910万3千円（4.2%）

その他（地方消費税交付金等）
1億9,149万1千円（2.9%）

依存財源
48億2,895万円

（72.9％）

自主財源
17億9,688万7千円

（27.1％）

66億2,583万円
歳　入

議会費
6,797万7千円（1.1%）

総務費
15億8,980万8千円

（26.0%）

民生費
25億7,420万5千円 

（42.1%）

衛生費
2億8,287万3千円（4.6%）
農林水産業費
3億4,712万5千円（ 5.7%）

商工費
6,914万3千円（1.1%）

土木費
1億4,499万4千円（2.4%）
消防費
1億2,232万7千円（2.0%）
教育費
5億3,914万4千円（8.8%）
災害復旧費
1,395万1千円（0.2%）

公債費
3億5,093万4千円（5.7%）

人件費
7億3,117万6千円 

（12.0%）

公債費
3億5,093万4千円

（5.7%)

扶助費
3億5,126万1千円
(5.8%)

普通建設事業費
12億5,043万4千円（20.5%）

災害復旧事業費
1,395万1千円（ 0.2%）

物件費
24億1,142万8千円（ 39.5%）

繰出金
3億2,740万5千円
(5.4%)

補助費等
5億8,417万円

（9.6%）

積立金
5,535万3千円（0.9%）

維持補修費
1,636万5千円（0.3%）

投資及び出資金
1,328万7千円 （0.2%）

貸付金
300万円（0.05%）

労働費　
628万3千円（0.1%）

61億876万円

義務的経費

投資的経費

その他の経費

歳　出

14億3,337万1千円（23.5％）　

12億6,438万5千円
（20.7％）

34億1,100万8千円（55.8％）

61億876万円
歳　出
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１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　176,879円
　　使われたお金　915,582円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　521,262円
　　使われたお金　2,698,217円

※平成28年３月31日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6，672人
　　　世　帯：2，264世帯

１人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
238,280円

民生費
385,822円

公債費
52,598円

教育費
80,806円

農林水産業費
52,027円

衛生費
42,397円

土木費
21,731円

消防費
18,334円

災害復旧費
2,090円

商工費
10,363円

議会費
10,188円

労働費
942円

特別会計
　特別会計は、特定の収入で特
定の事業を実施するための会計
です。一般会計と区別すること
で、それぞれの事業の収支や運
営実績を明確にすることができ
ます。村には、国民健康保険や
農業集落排水処理事業など５の
特別会計があります。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 9億372万1千円 8億9,763万7千円 608万4千円
後期高齢者医療 5,315万6千円 4,981万4千円 334万2千円
介護保険 5億4,758万4千円 5億1,198万円 3,560万4千円
介護老人保健施設 38万4千円 37万9千円 5千円
農業集落排水処理 2億1,857万9千円 2億1,129万5千円 728万4千円

合　　計 17億2,342万4千円 16億7,110万5千円 5,231万9千円

企業会計
　企業会計は、地方公共団体が
社会公共の利益を目的に経営す
る地方公営企業の会計です。主
に利用者が支払う料金収入で事
業を行っています。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
 収益的 2億5,240万1千円 2億1,269万9千円 3,970万1千円
 資本的 778万8千円 1億3,282万1千円 △1億2,503万3千円

水道事業

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
 収益的 1億2,847万6千円 1億868万4千円 1,979万2千円
 資本的 0円 91万2千円 △91万2千円
※収支の不足分は、出資金放棄や内部留保資金等で補てんします。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
 収益的 4,152万4千円 2,692万円 1,460万4千円
 資本的 0円 4,277万7千円 △4,277万7千円

住宅用地造成事業

工業用地造成事業
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平成27年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

指　　標 内　　容 泉崎村 早期健全化基準 財政再生基準

 実質赤字比率  一般会計の赤字の割合       赤字なし                15.0％              20.0％

 連結実質赤字比率
 一般会計、特別会計、企業会計
 すべての会計の赤字の割合

      赤字なし                20.0％              30.0％

 実質公債費比率  年間の借金返済額の割合           8.8％                25.0％              35.0％

 将来負担比率  将来負担が見込まれる負債の割合         41.8％              350.0％

健全化判断比率

公営企業の名称 泉崎村 経営健全化基準

 水道事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

 工業用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

 住宅用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

 農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

資金不足比率

地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい経費であること

から、その動向に常に注意する必要があります。

実質公債費比率の推移
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貯金
（積立金）

村の貯金は10億4,131万円です。

村民１人当たりに換算すると15万6千円となります。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　平成２７年度は、東日本大震災復興基金を１,３９５万１千円などの取り崩しを行いましたが、泉崎駅東
口開発事業基金等の積み立てにより全体で４,０７４万４千円の増となり、平成２７年度末の基金残高は
１０億４,１３１万６千円となっています。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　平成２７年度末の残高は一般会計４１億９,７８５万８千円、病院事業会計１億４,８８２万９千円、水道事業会
計５億４,５５８万１千円、農業集落排水処理事業会計１３億５,８１７万円となっています。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は62億5,043万円です。

村民１人当たりに換算すると93万7千円となります。

■ 財政調整基金　　■ 減債基金　　■ その他特定目的基金
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（億円）

6億3,159万円
6億3,493万円

5億3,518万円
4億5,363万円4億9,669万円

8億4,916万円 8億7,346万円
8億29万円

10億57万円
10億4,131万円

一般会計 病院事業会計 水道事業会計 農業集落排水処理事業特別会計
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（億円）

62億5,043万円
61億8,718万円

97億2,701万円 93億5,635万円 87億9,986万円
80億8,326万円

71億9,437万円 66億1,286万円
75億3,338万円

60億5,149万円
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平成27年度主な事業（一般会計）
子育て支援・高齢者福祉（民生費　25億7,420万5千円）

学校・生涯学習（教育費　5億3,914万4千円）

除染対策事業
生活介護事業
就労継続支援事業
重度心身障害者医療費補助事業
臨時福祉給付金給付事業

児童公園広場整備事業
中学校体育館天井等落下防止対策工事
小・中学校用教科書指導書購入費
基礎学力向上推進事業
小・中学校エアコン設置工事

17億6,718万円
5,088万円
2,517万円
1,068万円
920万円

7,082万円
4,968万円
1,339万円
842万円
512万円

子育て支援事業

中学校体育館天井等落下防止
対策工事

健康づくり・環境衛生（衛生費　2億8,287万3千円）

白河広域圏衛生処理負担金
個別予防接種委託事業
健康診査委託料
南東北泉崎診療所運営費
第二次救急医療機関支援事業負担金

6,204万円
1,750万円
1,248万円
750万円
210万円

出前元気はつらつ教室

道路･農業･商工業（土木費  1億4,499万4千円／農林水産業費  3億4,712万5千円／商工費  6,914万3千円）

八丸・摺砂子線道路改良工事
多面的機能支払事業
新田・蕪内線石綿管布設替工事
カントリーヴィレジ運営業務委託料
福島県営農再開支援事業

3,920万円
3,613万円
2,538万円
1,650万円
683万円

八丸・摺砂子線道路改良工事

消防・その他（消防費  1億2,232万7千円／総務費  15億8,980万8千円／公債費  3億5,093万4千円など）

役場新庁舎建設本体工事
総合情報通信ネットワーク新庁舎移設業務
プレミアム付商品券事業
防犯灯ＬＥＤ電灯交換工事
防災拠点施設整備事業

9億5,523万円
2,143万円
1,208万円
775万円
297万円役場新庁舎建設本体工事
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項
を
ご
参
照
の
う
え
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
自
治
組
合
に
所
属
し
て
い
な

い
な
ど
、
今
回
試
行
用
「
資
源

ご
み
袋
」
が
配
布
さ
れ
て
い
な

い
ご
家
庭
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
手
数
で
す
が
村
住
民
福
祉
課

住
民
グ
ル
ー
プ
窓
口
で
の
配
布

と
な
り
ま
す
。

な
ぜ
資
源
統
一
ご
み
袋
を
導
入

す
る
の
？

　

資
源
ご
み
を
出
す
に
は
４
種

類
の
ご
み
袋
を
購
入
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
１
種
類
ご
と

20
枚
入
の
た
め
、
合
計
80
枚
を

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
使
用

状
況
を
見
る
と
１
年
間
で
使
用

す
る
資
源
ご
み
袋
の
使
用
枚
数

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
20
枚

に
対
し
て
び
ん
類
が
４
枚
と
い

う
よ
う
に
袋
の
種
類
間
で
ば
ら

つ
き
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
袋
を
統
一
す
る
こ

と
に
よ
り
負
担
軽
減
を
図
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

※
４
種
×
20
枚
＝
80
枚
購
入

（
小
袋
購
入
の
場
合
の
合
計
988

円
）
→
１
種
×
20
枚
＝
20
枚
購

入
（
小
袋
234
円
）

資
源
ご
み
袋
の
使
い
方

①
分
別
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

 

缶
類
や
び
ん
類
な
ど
を
一
つ

の
資
源
ご
み
袋
に
混
在
し
て
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
現
在
の
資
源
ご
み
袋
（
４
種

類
）
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま

す
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
も
、

現
在
の
資
源
ご
み
袋
で
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
袋

の
種
類
が
違
っ
て
も
種
類
ご
と

に
分
別
さ
れ
て
い
れ
ば
使
用
す

る
こ
と
で
き
ま
す
。

　

例
：
び
ん
類
（
緑
色
）
の
ご

み
袋
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ

て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
「
紙
製
容
器
包
装
」
も
分
別

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

紙
製
容
器
包
装
類
を
追
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ゴ
ミ
の

減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向

上
が
図
ら
れ
ま
す
。

※
ご
み
収
集
日
は
「
燃
え
る
ご

み
の
日
（
火
・
金
曜
日
）
」
と

な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

④
「
衣
類
」
も
分
別
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

　

不
要
な
衣
類
を
資
源
ご
み
と

し
て
も
出
せ
る
こ
と
で
リ
サ
イ

ク
ル
率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

※
ご
み
収
集
日
は
「
燃
え
る
ご

み
の
日
（
火
・
金
曜
日
）
」
と

な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
今
ま
で
ど
お
り
、
燃
え
る
ご

み
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

⑤
今
回
配
布
さ
れ
た
「
資
源
ご

み
袋
」
は
平
成
29
年
４
月
１
日

以
降
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

 

予
定
価
格　

小
袋
（
30
Ｌ
）

20
枚/

束　

234
円　

大
袋
（
45

Ｌ
）
20
枚/

束　

307
円

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

現在の出し方 ごみの種類 これからの
出し方

かん類・金属類のごみ袋（青色） かん類・金属類 資源ごみ袋
び ん 類 資源ごみ袋
ペ ッ ト ボ ト ル 資源ごみ袋

プラスチック製容器包装 資源ごみ袋

紙 製 容 器 包 装 資源ごみ袋
衣 類 等 資源ごみ袋

びん類のごみ袋　　　　（緑色）

ペットボトルのごみ袋　（橙色）

プラスチック類のごみ袋（紫色）

紙製容器包装のごみ袋　（茶色）

燃えるごみ袋　　　　　（赤色）

➡
➡
➡
➡
➡
➡

➡
➡
➡

➡
➡
➡
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各
家
庭
へ
の
防
災
行
政
無
線

「
戸
別
受
信
機
」
の
設
置
が
始
ま
り
ま
す
。

　

泉
崎
村
が
現
在
進
め
て
い
る

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
事
業
に
伴
い
、
各
家
庭
へ
の

戸
別
受
信
機
の
設
置
工
事
が
始

ま
り
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

誰
が
設
置
す
る
の
？

　

村
よ
り
工
事
を
受
託
し
た
沖

電
気
工
業
株
式
会
社
が
依
頼
す

る
電
気
事
業
者
が
訪
問
・
設
置

い
た
し
ま
す
。

　

作
業
員
は
必
ず
本
事
業
に
関

す
る
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て

い
ま
す
。

費
用
は
か
か
る
の
？

　

本
体
費
用
や
設
置
工
事
費
用

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
戸
別

受
信
機
は
各
家
庭
へ
無
償
貸
与

さ
れ
ま
す
。

※
受
信
機
の
作
動
に
伴
う
電
気

代
は
各
家
庭
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

※
本
事
業
に
関
連
し
た
名
目
に

よ
る
代
金
請
求
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

い
つ
頃
来
る
の
？

　

設
置
時
期
は
平
成
28
年
11
月

～
平
成
29
年
２
月
頃
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ
て
、

時
期
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
に
は
住
居
内
で

の
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
訪
問
作
業
時
間
帯
に
つ
い

て
は
、
各
家
庭
と
ご
相
談
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

必
ず
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
？

　

原
則
と
し
て
設
置
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
戸
別
受
信
機
は
、

災
害
・
防
災
情
報
な
ど
の
緊
急

情
報
を
伝
達
し
、
皆
様
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
大
切

な
装
置
で
す
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
状

川
　
柳
　
　
　

見
て
な
い
と
損
す
る
よ
う
な
相
撲
好
き　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

夢
の
中
豊
か
な
自
然
目
に
浮
か
ぶ　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

夢
一
つ
気
ま
ぐ
れ
旅
も
又
樂
し　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

山
々
の
緑
輝
く
温
泉
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

気
ま
ぐ
れ
な
優
柔
不
断
耳
が
つ
か
れ　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

咲
い
て
散
る
花
の
命
が
い
じ
ら
し
い　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡
　　
　

花
火
の
音
に
誘
わ
れ
乍
ら

　
　
　
　
　
　

夜
空
の
光
遠
く
見
る　
　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

遠
き
日
想
う
祭
り
の
夜
に

　
　
　
　
　
　

上
が
る
花
火
が
な
つ
か
し
い　
　

須
藤　

節
子

次
々
上
が
る
夜
空
の
花
火

　
　
　
　
　
　

宇
宙
に
広
が
る
花
の
よ
う　
　
　

塚
田　

照
子

貴
女
と
私
花
火
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　

光
輝
け
末
長
く　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

打
ち
上
げ
花
火
大
き
な
音
と

　
　
　
　
　
　

色
も
鮮
や
か
夏
祭
り　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

一
扇
子
片
手
に
涼
し
さ
求
め

　
　
　
　
　
　

花
火
を
見
上
げ
る
夏
の
夜　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級
　
文
芸
ク
ラ
ブ

況
に
よ
り
設
置
を
希
望
さ
れ
な

い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出

く
だ
さ
い
。

行
事
放
送
も
流
れ
る
の
？

　

現
在
、
屋
外
拡
声
器
及
び
戸

別
受
信
機
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ

て
い
る
通
常
行
事
案
内
は
、
原

則
と
し
て
「
戸
別
受
信
機
」
の

み
へ
の
放
送
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
放
送
を
聞
き
た
く
な
い

場
合
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
０
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
緊
急

情
報
の
放
送
時
は
自
動
強
制
的

に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
10
と
な
り
ま

す
。

難
聴
で
放
送
が
聞
こ
え
な
い
場

合
は
？

　

難
聴
者
世
帯
に
つ
い
て
は
、

文
字
表
示
放
送
が
可
能
な
装
置

を
別
途
設
置
す
る
予
定
で
す
。

○
事
業
全
般
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ

村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

○
工
事
内
容
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ

沖
電
気
工
業
㈱
泉
崎
仮
設
事
務

所☎
０
２
４
８
・
２
１
・
５
５
８
３

戸別受信機
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体
験
型
交
流
事
業
の
参
加
者
募
集

ｅ
‐
村
民
交
流
＝
体
験
事
業
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

　

ｅ
︲
村
民
交
流
会
は
、
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
村
民
＝
ｅ-

村
民
」
の
方
を
交

え
、
自
然
体
験
を
と
お
し
て
村
民
一
同
交

流
を
深
め
る
事
業
で
す
。
お
友
達
、
ご
家

族
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

【
蕎
麦
打
ち
交
流
会
】

○
日
時　

12
月
３
日
㈯
10
：
00
〜
13
：
00

○
内
容　

蕎
麦
打
ち
名
人
に
よ
る
蕎
麦
打

ち
指
導
と
会
食

○
募
集
人
数　

50
名
程
度

○
参
加
費　

一
人
500
円
（
小
学
生
無
料
）

※
昼
食
、
そ
ば
打
ち
体
験
料
込
み

○
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

○
申
込
期
限　

11
月
21
日
㈪
ま
で

【
餅
つ
き
交
流
会
】

○
日
時　

12
月
17
日
㈯
10
：
00
〜
12
：
30

○
内
容　

餅
つ
き
体
験
と
各
種
も
ち
料
理

で
会
食

○
募
集
人
数　

50
名
程
度

○
参
加
費　

一
人
500
円

　
　
　
　
　
　

（
小
学
生
、
幼
児
無
料
）

※
昼
食
、
餅
つ
き
体
験
料
込
み

○
会
場　

村
中
央
公
民
館

○
申
込
期
限　

12
月
５
日
㈪
ま
で

【
申
込
方
法
】

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
、
大
人
又
は
子

供
、
バ
ス
利
用
の
有
無
を
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

問
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

新
築
家
屋
の
評
価
（
固

定
資
産
税
）
に
つ
い
て

　

新
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
完

成
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬

に
か
け
て
、
新
築
さ
れ
た
住

宅
等
に
つ
い
て
新
築
家
屋
の

評
価
を
例
年
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

固
定
資
産
税
の
基
準
と
な

る
価
格
を
決
定
す
る
に
あ
た

り
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
村

税
務
グ
ル
ー
プ
職
員
が
該
当

家
屋
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
屋
根
、
外
壁
、

各
部
屋
の
内
装
及
び
建
築
設

備
等
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　

訪
問
調
査
に
伺
う
際
は
、

日
程
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
当
調
査
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
の
取
り
壊
し

・
名
義
変
更
に
伴
う
届

出
に
つ
い
て

　

未
登
記
の
土
地
や
家
屋
等

を
お
持
ち
の
方
で
、
所
有
家

屋
の
名
義
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
「
名
義
変
更
届
」
、

ま
た
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、「
滅
失
届
」
を
村

税
務
グ
ル
ー
プ
宛
に
提
出
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
届
出
が
な
い
と
、

名
義
変
更
が
反
映
さ
れ
ず
課

税
さ
れ
た
り
、
取
り
壊
し
て

も
例
年
ど
お
り
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
届
出
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
記
済
み
の
場
合

に
は
、
法
務
局
へ
「
名
義
変

更
」
・
「
所
有
権
移
転
」
等

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
に
つ

い
て

確
定
申
告
不
要
の
「
ふ
る
さ

と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
」

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申

告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
」
を
申
請
す
る
と
、
確

定
申
告
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
下
記
①
所

得
税
分
が
申
告
特
例
控
除
分

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
分
）
と

し
て
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
が
、
申
請
を
し
て
も
寄
附
先

数
が
６
団
体
以
上
に
な
る
と
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
申
請
が
無
効
に

な
り
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

１
月
１
日
か
ら
12
月
末
日
ま

で
の
間
に
、
出
身
地
に
限
ら
ず

全
国
都
道
府
県
、
ま
た
は
市
区

町
村
に
寄
附
す
る
と
、
そ
の
寄

附
金
の
２
千
円
を
超
え
る
部
分

が
、
一
定
上
限
ま
で
所
得
税
と

住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
村
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

税目 / 控除の種類 控除方式 計  算  方  法
①所得税寄附金控除

　（ワンストップ特例分） 所得控除 （寄附金－２千円×所得税率× 1.021）

住民税 ②基本控除 税額控除 （寄附金－２千円）×１０％（住民税率）
③特例控除 （寄附金－２千円）×（９０％－所得税率× 1.021）

※所得税率は復興特別所得税（２. １％）を加算
※①の控除対象寄附金は①総所得金額等の 40%、②は総所得金額等の 30% が限度
※③の住民税特例控除は、住民税所得割額の 20% が限度
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「
よ
う
こ
そ
先
輩
・
母
校
へ
」

の
教
育
講
演
会
を
開
催 

　

９
月
30
日
㈮
、
泉
崎
中
学

校
に
お
い
て
「
よ
う
こ
そ
先

輩
・
母
校
へ
」
と
題
し
て
教

育
講
演
会
を
開
催
（
主
催
は

泉
崎
中
学
校
・
村
教
育
委
員

会
）
し
、
在
校
生
・
保
護
者

・
教
職
員
お
よ
そ
250
人
が
視

聴
し
ま
し
た
。 

　

講
師
は
、
平
成
15
年
度
に

泉
崎
中
学
校
を
卒
業
し
た
関

谷
梓
氏
で
、
現
在
、
財
務
省

東
北
財
務
局
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
関
谷
氏
は
、
「
失
敗

を
恐
れ
ず
、
前
に
進
も
う
。

～
自
分
の
心
の
奥
か
ら
湧
き

だ
す
力
を
信
じ
て
～
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
中
学
校
や

高
校
で
、
駅
伝
の
練
習
に
打

ち
込
ん
だ
こ
と
や
現
在
の
職

業
の
内
容
等
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　

年
齢
が
近
い
上
に
部
活
に

打
ち
込
ん
だ
生
活
な
ど
、
生

徒
は
自
分
と
重
ね
て
い
る
か

の
よ
う
に
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
生
徒
会
長
田

崎
大
智
君
が
、
「
負
け
た
こ

と
に
負
け
な
い
。
と
の
言
葉

泉
崎
横
穴
を
一
般
公
開

　

10
月
８
日
㈯
に
泉
崎
横
穴

一
般
公
開
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
雨
の
降
る
悪
天
候

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

年
に
一
度
の
公
開
と
い
う
こ

と
も
あ
り
85
名
の
方
々
が
見

学
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

前
村
教
育
委
員
長
本
柳
功
氏

　

本
柳
功
氏
は
、
村
教
育
委

員
長
な
ど
12
年
の
功
績
を
讃

え
、
地
方
教
育
功
労
賞
の
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

泉
崎
チ
ー
ム
市
町
村
対
抗
軟

式
野
球
大
会
に
出
場

　

第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
軟
式
野
球
大
会
が
９
月
17

日
㈯
に
し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
野
球
場
（
本
宮
市
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
チ
ー
ム
は
玉
川
村
チ

ー
ム
と
対
戦
し
５
対
６
で
善

戦
む
な
し
く
敗
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

代
表
選
手
及
び
関
係
者
の

方
々
お
疲
れ
様
で
し
た
。

の
よ
う
に
自
分
も
頑
張
り
た

い
。
」
と
御
礼
の
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
10
月
14
日

に
文
部
科
学
省
講
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
柳
氏
は
、
平
成
14
年

か
ら
教
育
委
員
と
し
て
村

教
育
行
政
に
か
か
わ
り
、

平
成
26
年
９
月
30
日
に
退

任
す
る
ま
で
の
間
に
６
年

間
の
教
育
委
員
長
も
勤
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
市
町
村

教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

功
労
者
表
彰
（
平
成
23
年

６
月
29
日
）
、
泉
崎
村
教

育
文
化
功
労
表
彰
（
平
成

26
年
11
月
27
日
）
福
島
県

教
育
委
員
会
地
方
教
育
行

政
功
労
者
表
彰
（
平
成
27

年
11
月
２
日
）
も
受
賞
し

て
い
ま
す
。

説明と一緒に内部を見る見学者 真剣に聞き入る在校生

白熱した試合が展開された

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び

受
賞
者
の
本
柳
氏
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「
秋
の
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ

ー
ド
」
は
一
小

　

９
月
27
日
㈫
、
泉
崎
第
一

小
学
校
鼓
笛
隊
が
、
演
奏
を

し
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
第
一

小
学
校
か
ら
泉
崎
駅
へ
向
か

う
道
を
沿
道
の
保
護
者
や
、

近
所
の
住
民
の
方
々
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
力
強
い
演

奏
に
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」
の

思
い
を
乗
せ
て
行
進
し
ま
し

た
。

図
書
費
と
し
て
１
５
０
万
円

を
寄
贈
梅
宮
吉
男
氏（
新
宿
）

　

梅
宮
吉
男
氏
は
、
「
自
分

は
本
が
好
き
な
の
で
本
を
贈

り
た
い
」
と
泉
崎
図
書
館
の

図
書
代
と
し
て
150
万
円
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
、

10
月
21
日
㈮
村
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
ご
本
人
と

久
我
尚
子
氏
（
梅
宮
氏
の
長

女
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

以
前
も
図
書
購
入
費
や
新

庁
舎
建
設
費
と
し
て
村
に
寄

付
を
し
て
お
り
、
来
年
以
降

も
図
書
費
と
し
て
寄
贈
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
図

書
館
で
は
、
梅
宮
吉
男
文
庫

と
し
て
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
予

定
で
す
。

防
犯
連
絡
会
と
防
犯
指
導
隊

が
不
法
投
棄
物
撤
去
及
び
防

止
看
板
設
置
を
実
施

　

10
月
６
日
㈭
、
泉
崎
村
防

犯
連
絡
会
の
主
催
に
よ
り
、

泉
崎
村
指
導
隊
の
方
々
と
共

に
、
村
内
に
不
法
投
棄
さ
れ

た
産
業
廃
棄
物
な
ど
の
撤
去

作
業
や
不
法
投
棄
防
止
看
板

の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島
県
が

実
施
す
る
「
地
域
ぐ
る
み
監

視
体
制
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
よ
る
助
成
を
受
け
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
今
後
も
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
や
看
板
設
置
な

ど
を
通
し
て
、
不
法
投
棄
撲

滅
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

テ
ン
ト
村
作
戦
実
施

　

９
月
23
日
㈮
、
村
内
２

ヵ
所
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
に
お
い
て
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
よ

る
テ
ン
ト
村
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

村
交
通
対
策
関
連
団
体

を
は
じ
め
、
白
河
警
察
署

に
も
協
力
を
要
請
し
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
に
向
け
、
交
通
安
全
テ

ン
ト
村
作
戦
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
交
通
安
全
協

会
・
母
の
会
・
白
河
警
察

署
員
が
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
ド
ラ

イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
夕

暮
れ
が
早
く
な
り
ま
す
の

で
安
全
運
転
で
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

アート展
～Heartに残るArt2016～

11月19日(土)・20日(日)

ハンドメイド教室 クリスマスリース、アロマキャンドル（19日）
フラワーアレンジメント（20日）

第12回
こころんチャリティー
第12回
こころんチャリティー
第12回
こころんチャリティー

時間　10時 ～ 16時 (最終日は15時まで)
会場　生活支援センター こころん

問い合わせ先●こころん   泉崎村下根岸9 ☎0248-54-1115

交通安全を願って泉崎駅で演奏する鼓笛隊

不法投棄撤去をする皆さん

図書購入費を寄贈された梅宮氏（左）

コンビニで啓発活動
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国
体
出
場
選
手
に
激
励
金
贈

呈
　

10
月
４
日
㈫
、
役
場
村
長

室
に
お
い
て
10
月
６
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
第
71
回
国
民
体

育
大
会
希
望
郷
い
わ
て
国
体

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
成
年

女
子
）
に
出
場
す
る
東
北
福

祉
大
学
２
年
鈴
木
舞
奈
愛
さ

ん
に
村
長
か
ら
激
励
金
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
鈴
木
貞
子
さ

ん
（
母
）
が
同
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
選
手
の
み
な

さ
ん
の
ご
活
躍
に
よ
り
福
島

県
成
年
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
は
第
５
位
に
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

中
学
駅
伝
、
陸
上
新
人
戦
県

大
会
出
場
者
に
出
場
補
助
金

　

東
西
し
ら
か
わ
中
学
校
駅

伝
大
会
で
３
位
入
賞
し
た
泉

崎
中
特
設
駅
伝
部
と
県
南
地

方
新
人
陸
上
競
技
大
会
で
３

千
メ
ー
ト
ル
に
入
賞
し
た
西

槇
駿
祐
君
、
小
玉
瑞
葵
君
、

１
年
千
五
百
メ
ー
ト
ル
に
入

賞
し
た
瀬
戸
敦
史
君
に
福
島

県
大
会
出
場
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
の
県
大
会
で
は
健
闘

し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
入
賞

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
小
で
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
づ

く
り
に
挑
戦

　

中
央
公
民
館
で
は
児
童
た

ち
に
、
色
々
な
体
験
の
中
で

感
動
・
充
実
感
・
満
足
感
を

実
感
さ
せ
、
自
信
や
夢
、
希

協
会
長
杯
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

　

９
月
24
日
㈯
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
た
第
31
回
協
会

長
杯
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

優　

勝

八
雲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

準
優
勝

関
和
久
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

３　

位

岩
通
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

保
育
所
児
、
も
ち
つ
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
験

　

10
月
15
日
㈯
、
保
育
所
ホ

ー
ル
で
、
父
母
の
会
主
催
の

も
ち
つ
き
会
が
２
歳
児
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
、

兄
弟
、
職
員
の
参
加
で
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
も
ち
が
で

き
る
ま
で
の
話
を
聞
き
、
役

員
さ
ん
の
も
ち
つ
き
を
見
学

す
る
と
、
そ
の
力
強
さ
に
圧

倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
ち
の
試
食
で
は
、
あ
ん

こ
、
き
な
こ
、
納
豆
、
大
根
、

け
ん
ち
ん
汁
、
下
條
村
か
ら

い
た
だ
い
た
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮

物
な
ど
、
た
く
さ
ん
食
べ
て

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達

で
し
た
。

　

早
朝
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
役
員
、
お
手
伝
い
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

望
を
持
つ
た
め
の
「
学
び
の

場
」
と
し
て
出
前
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
第
１
回
目
は
、
９

月
28
日
㈬
に
泉
崎
第
二
小
学

校
の
低
学
年
（
１
年
生
～
３

年
生
）
29
名
を
対
象
に
日
本

古
来
の
和
紙
を
用
い
た
、

「
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
」
（
ち

ぎ
り
絵
）
作
り
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
達
は
和
紙

独
自
の
色
合
い
や
感
触
を
味

わ
い
な
が
ら
、
豊
か
な
感
性

と
想
像
力
を
十
分
に
発
揮
し

つ
つ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
の
達
成
感
と
満

足
感
に
あ
ふ
れ
た
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

成
人
学
級
「
ち
ぎ
り
絵
ク

ラ
ブ
」
の
皆
様
に
は
講
師
と

し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

千本杵で、もちつき体験

個性豊かなランプシェードが完成

写真中央：鈴木舞奈愛さん

協会長杯に優勝した　
八雲バレー愛好会の皆さん

駅伝出場の田崎大智君（左から
２番目）と新人陸上出場の小玉
瑞葵君（右から２番目）



題
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

問
白
河
調
停
協
会

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
５
５
５

（
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
白

河
支
部
庶
務
課
に
通
じ
ま
す
。）

 

ご
み
の
野
外
焼
却
は
法

律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
！

　

野
外
焼
却
と
は
、
家
庭
の
庭

や
畑
、
空
き
地
な
ど
野
外
で
ご

み
な
ど
の
廃
棄
物
を
焼
却
す
る

行
為
で
す
。

　

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、

ド
ラ
ム
缶
や
家
庭
用
焼
却
炉
で

の
焼
却
を
含
み
ま
す
。

　

野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、

最
高
で
懲
役
５
年
ま
た
は
罰
金

１
，
０
０
０
万
円
の
刑
罰
が
科

せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
法
人
に

は
最
高
で
１
億
円
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
焼
却
の
罪
を
犯

す
目
的
で
廃
棄
物
の
収
集
ま
た

は
運
搬
を
し
た
者
に
は
、
最
高

で
懲
役
３
年
ま
た
は
罰
金
300
万

円
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
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た
だ
し
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ

て
い
る
行
為
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
外
的

な
焼
却
で
も
、
周
辺
住
民
に
迷

惑
と
な
る
よ
う
な
場
合
や
気
象

条
件
に
よ
っ
て
は
野
外
焼
却
を

控
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

個
人
事
業
税
納
期
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

今
回
は
、
年
税
額
が
１
万
円

以
上
の
方
に
、
第
２
期
分
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期

限
は
11
月
30
日
㈬
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
期

限
ま
で
に
金
融
機
関
か
ら
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

　

県
税
部
課
税
課
課
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

 
12
月
４
日
か
ら
10
日
は

『
人
権
週
間
』
で
す
。

　

村
で
は
こ
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
『
特
設
人
権
相
談
所
』

を
開
設
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
の
人
権
に
関
す

る
問
題
・
心
配
ご
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
（
予
約
不
要
）

○
日
時　
12
月
６
日
㈫

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

○
会
場　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

案　
　

内

〇
日
時　
応
相
談

〇
会
場　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　
村
民
生
委
員

　
　
　

鈴
木
保
子
・
佐
川
弥
七

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

無
料
調
停
相
談

○
日
時　
11
月
18
日
㈮

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
30

※
予
約
不
要

○
会
場　
白
河
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

（
天
神
町
）

○
内
容　
離
婚
、
相
続
、
土
地

・
建
物
、
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問

300食

2016年11月23日（水）
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地
方
税
の
申
告
は
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
地
方
税

に
関
す
る
総
合
窓
口
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
広
く

ご
利
用
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

泉
崎
村
で
利
用
可
能
な
手
続
き

電
子
申
告
対
象
税
目

○
個
人
住
民
税

○
法
人
村
民
税

○
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

電
子
申
請
・
届
出

○
法
人
設
立
届
出
や
異
動
届
出
等

○
申
告
手
続
き
に
関
連
し
た
申

請
・
届
出
手
続
き

　

詳
し
い
情
報
は
、
一
般
社
団

法
人
地
方
税
電
算
化
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.eltax.jp/

問
村
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
３

納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会

保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の

保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

（
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
）

　

平
成
28
年
１
月
１
日
～
９
月

30
日
に
支
払
い
の
場
合
：
11
月

上
旬
に
控
除
証
明
書
送
付
（
控

除
証
明
書
が
な
い
部
分
は
領
収

書
添
付
又
は
年
金
事
務
所
で
発

行
し
て
も
ら
う
）

　

平
成
28
年
10
月
１
日
～
12
月

31
日
に
今
年
は
じ
め
て
支
払
い

の
場
合
：
２
月
上
旬
に
送
付

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民

年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不

慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ

う
。

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
問
題
で
す
。

児
童
虐
待
と
は
？

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ

落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
な
ど
。

○
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
い
か
な
い
な
ど
。

○
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な

ど
。

　

あ
な
た
の
１
本
の
お
電
話
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容

に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
相
談
所

全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
た
ら
。
ご
自
身
が

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
。

子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
。

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
相
談

窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

休
眠
会
社
・
法
人
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

法
務
局
で
は
、
休
眠
会
社
・
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法
人
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。

休
眠
会
社
・
法
人
と
は

①
最
後
の
登
記
か
ら
12
年
を
経

過
し
て
い
る
株
式
会
社
（
特
例

有
限
会
社
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

②
最
後
の
登
記
か
ら
５
年
を
経

過
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
又

は
一
般
財
団
法
人
（
公
益
社
団

法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
を
含

み
ま
す
。
）

※
12
年
以
内
又
は
５
年
以
内
に

登
記
事
項
証
明
書
や
代
表
者
の

届
出
印
の
印
鑑
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
は
、

関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
10
月
13
日
㈭
付
け

で
法
務
大
臣
に
よ
る
官
報
公
告

が
行
わ
れ
、
休
眠
会
社
・
法
人

に
法
務
局
か
ら
通
知
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
12
月
13
日
㈫
ま

で
に
「
ま
だ
事
業
を
廃
止
し
て

い
な
い
」
旨
の
届
出
又
は
登
記

の
申
請
を
し
な
い
限
り
、
解
散

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
登
記

官
が
職
権
で
解
散
の
登
記
を
し

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
法

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/m

in
ji06_00082.htm

l

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
福
島
地
方
法
務
局
法

人
登
記
部
門
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
法
人
登
記

部
門

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
１
９
０
４

11
月
は
「
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
期
間
」
で

す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保

険
の
加
入
手
続
は
お
済
み
で
す

か
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働

保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
、
又
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部

　
　
　
　
　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
７

秋
季
全
国
火
災
予
防

　
　
　
　
　
　
　

運
動

　

し
だ
い
に
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ

の
時
期
に
合
わ
せ
、
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

大
切
な
命
や
財
産
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
防

火
の
意
識
を
持
ち
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
防
火
標
語
（
平
成
28
年
度
全

国
統
一
防
火
標
語
）

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火

　
　

そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」

○
実
施
期
間

11
月
９
日
㈬
～
11
月
15
日
㈫
ま

で
の
７
日
間

○
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
物
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
は
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
作
る
。

○
放
火
火
災
防
止
対
策

　

平
成
27
年
中
の
放
火
及
び
放

火
の
疑
い
に
よ
る
出
火
件
数
は

６
，
５
０
２
件
と
な
っ
て
お
り
、

全
火
災
件
数
３
９
，
１
１
１
件

の
う
ち
２
割
弱
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

放
火
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
ご
み
は
収
集
日
に
出
す
。

③
物
置
、
車
庫
、
空
き
家
に
は

鍵
を
か
け
る
。

④
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
ボ
デ
ィ

カ
バ
ー
に
防
炎
品
を
用
い
る
。

⑤
隣
近
所
と
一
緒
に
放
火
さ
せ

な
い
協
力
体
制
を
作
る
。

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
で
す
。

　

エ
イ
ズ
の
こ
と
を
も
っ
と
正

し
く
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
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Ｑ　
エ
イ
ズ
っ
て
な
あ
に
？

Ａ　

エ
イ
ズ
と
は
「
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
」
と
い
う
病
気

で
、
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）
」
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
、
免
疫
不
全

状
態
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ

エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
時
期
が
数

年
間
続
き
ま
す
。

　

症
状
が
進
行
す
る
と
病
気
と

闘
う
抵
抗
力
が
下
が
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
腫
瘍
な

ど
の
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

Ｑ　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
か
か
っ
て
い
る

か
は
、
ど
う
や
っ
て
調
べ
る
の

？Ａ　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
へ
の
感
染
の
有
無

を
調
べ
る
た
め
に
は
、
検
査
を

受
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

検
査
は
全
国
の
保
健
所
等
で
、

名
前
や
住
所
を
知
ら
せ
ず
に
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
約
や
実
施
日
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ

て
み
ま
し
ょ
う
。

問
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務

所
（
県
南
保
健
所
）

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
６
４
０
５

 

平
成
29
年
度
白
河
准
看

護
学
院
生
徒
募
集

○
受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
又
、
こ
れ

と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
方

（
中
学
校
卒
業
で
も
履
修
が
可

能
と
認
め
ら
れ
る
方
を
含
む
）
、

年
齢
、
性
別
不
問

○
定
員　
30
名

○
試
験
科
目　
国
語
、
数
学
、

作
文
、
面
接

○
試
験
期
日

　

平
成
29
年
２
月
８
日
㈬

○
受
付
期
間

　

平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

～
平
成
29
年
１
月
24
日
㈫

(

郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着)

※
募
集
要
項
及
び
出
願
書
類
を

郵
送
で
希
望
す
る
方
は
、
送
付

先
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
140

円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号
封
筒

を
同
封
し
て
次
の
宛
先
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
９
６
１
‐
０
０
５
４

白
河
市
北
中
川
原
313

問
白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
３
７
０
１

 

こ
こ
ろ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ア
ー
ト
展

　

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
芸

術
家
の
方
や
芸
術
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
こ
こ
ろ
ん
の
絵
画
教
室

を
利
用
し
て
い
る
利
用
者
の
作

品
発
表
と
合
同
で
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ア
ー
ト
展
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

○
日
時
11
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

※
20
日
は
15
：
00
ま
で

○
場
所　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
ん
交
流
室

問
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ
ん

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
１
１
５

会
津
大
学
で
パ
ソ
コ
ン

甲
子
園
２
０
１
６
本
選

開
催

　

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
興
味
の
あ
る
全
国

の
高
校
生
等
を
対
象
に
、
会
津

大
学
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
分
野

の
全
国
大
会
で
す
。

　

競
技
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

部
門
」
「
モ
バ
イ
ル
部
門
」

「
い
ち
ま
い
の
絵
Ｃ
Ｇ
部
門
」

の
３
部
門
が
あ
り
、
11
月
12
日

㈯
・
13
日
㈰
に
本
選
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

大
会
２
日
目
（
13
日
）
に
は

福
島
県
の
特
産
品
や
「
会
津

東
山
温
泉　

向
滝　

ペ
ア
宿
泊

券
」
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
（
モ

バ
イ
ル
部
門
を
観
戦
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
る
こ
と
に
よ
り

応
募
で
き
ま
す
）
や
、
ヘ
ッ
ド

マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
よ

る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
が

体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

楽
し
い
併
催
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
観
戦
で
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.u-aizu.ac.jp/

pc-concours/

問
全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
２
・
３
７
・
２
５
３
２

講
演
会
「
こ
れ
か
ら
の

在
宅
介
護
に
つ
い
て
」

○
日
時　
11
月
19
日
㈯

　
　

14
：
00
～（
開
場
13
：
30
）

○
会
場

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

○
講
演
内
容

「
介
護
を
続
け
る
力
」
～
家
族

の
立
場
か
ら
・
介
護
職
の
立
場

か
ら
～

　

自
宅
や
施
設
で
介
護
を
さ
れ

て
い
る
方
や
こ
れ
か
ら
介
護
に

か
か
わ
る
方
、
介
護
に
関
心
の

あ
る
地
域
の
皆
さ
ん
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

○
講
師　
小
山
朝
子
氏
（
介
護

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
介
護
福
祉

士
）

○
入
場
料　
無
料

○
定
員　
150
名

問
一
般
社
団
法
人
白
河
医
師
会

在
宅
医
療
拠
点
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
２
１
・
８
９
２
３

催　
　

し

募　
　

集



②
0
・
1
％
消
毒
液
は
、
500

㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を

半
分
く
ら
い
入
れ
て
お
き
ま

す
。

　

そ
こ
へ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
２
杯
分
の
原
液
を

入
れ
、
最
後
に
水
を
加
え
て

全
体
を
500
㎖
と
し
ま
す
。

※
消
毒
液
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
消
毒
液
・
飲
用

不
可
等
の
表
示
を
し
て
、
乳

幼
児
の
手
の
届
か
な
い
場
所

に
保
管
す
る
な
ど
し
て
、
誤

飲
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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診療所外来11月担当医

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/11,18,25

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

11/17,24

小林奈美江
眼科

11/11,18,25

内藤　梓
消化器内科・外科
第２・４土曜日

小児科医師
11/10,24

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/11,18,25

小林利男
整形外科・内科
 第１・3土曜日

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
第２・４土曜日

緑川博文
心臓血管外科

11/7

小児科医師
11/10,24

（下段の日付は診察日の記載になります！）
※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせく
　ださい。
※11/4（金）終日、11/10（木）午前中、内藤先生不在となります。11/4（金）眼科休診です。
※小児科の受付は14：30までとなります。水曜日の受付は 14：30までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
    　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

※８月より眼科の診察日が金曜日に変更になりました。

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

小児科木曜日
受付 14：30 まで

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で
は

外
来
に
て
、
10
月
15
日
㈯
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

　

午
後
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
際
は
、
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
、

11
月
10
日
㈭
、
11
月
24
日
㈭

の
小
児
科
医
師
に
よ
る
接
種

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

各
市
町
村
に
よ
っ
て
実
施

期
間
や
料
金
等
（
接
種
に
伴

う
費
用
の
助
成
）
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
市
町

村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
を
防
ぐ
た

め
に
、
家
庭
で
で
き
る
消
毒

液
の
作
り
方

　

気
温
が
下
が
り
、
空
気
が

乾
燥
し
て
く
る
と
流
行
す
る

感
染
症
に
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

染
性
胃
腸
炎
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
感
染
症
に
効

く
消
毒
方
法
は
「
85
℃
で

１
分
以
上
の
加
熱
」
と
「
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
」

で
の
消
毒
で
す
。

　

日
常
の
消
毒
（
ド
ア
ノ

ブ
、
手
す
り
、
テ
ー
ブ
ル
）

に
は
、
０
・
0
２
％
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
を
、

お
う
吐
物
や
排
泄
物
な
ど

で
汚
染
さ
れ
た
場
所
や
物

に
は
、
0
・
1
％
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
の
使

用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
市
販
の
ハ
イ
タ
ー
や

ブ
リ
ー
チ
な
ど
）
は
、
消

毒
の
目
的
に
合
わ
せ
て
原

液
を
水
で
薄
め
て
使
用
し

ま
す
。

○
ハ
イ
タ
ー
や
ブ
リ
ー
チ

（
濃
度
が
５
％
）
を
使
っ
た

消
毒
液
の
作
り
方

①
０
・
０
２
％
消
毒
液
は
、

２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

水
を
半
分
く
ら
い
入
れ
て

お
き
ま
す
。

　

そ
こ
へ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
２
杯
分
の
原

液
を
入
れ
、
最
後
に
水
を

加
え
て
全
体
を
２
ℓ
と
し

ま
す
。

泉崎南東北診療所
副所長　消化器科
内藤　梓先生

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

〇
日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉   

　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

集
団
検
診
室

〇
入
場
料　

無
料

〇
演
題
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と

食
中
毒
」

〇
講
師
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福祉グループ　☎５４・１３３５

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
、

普
通
の
か
ぜ
と
は
異
な
る
感
染

症
で
す
。

　

症
状
は
、
38
℃
以
上
の
発
熱

や
頭
痛
、
せ
き
、
鼻
水
、
の
ど

の
痛
み
、
全
身
倦
怠
感
や
関
節

の
痛
み
な
ど
で
す
。

　

普
通
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身

症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

（
高
齢
期
で
は
症
状
が
出
に
く

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
）

　

感
染
力
が
強
く
、
気
管
支
炎

や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症

化
す
る
こ
と
が
多
い
の
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

　

日
頃
か
ら
予
防
や
感
染
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
帰
宅
し
た
時
や
食
事
を
す
る

前
に
は
必
ず
手
洗
い
と
う
が
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ス
ク
を
効
果
的
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

○
流
行
期
に
は
、
な
る
べ
く
不

要
な
外
出
を
控
え
、
人
ご
み
を

避
け
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
を
適
度
な
温
度
や
湿
度

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
栄
養

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

○
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
（
せ
き
や
く
し
ゃ
み

を
す
る
時
は
、
ハ
ン
カ
チ
や
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
鼻
や
口
を
押

さ
え
、
飛
沫
さ
せ
な
い
よ
う
に

心
が
け
る
）

平
成
28
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

泉
崎
村
で
は
、
65
歳
以
上
の

方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
１
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
の
接
種
に
伴
う

費
用
助
成
を
次
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

　

接
種
の
際
は
県
内
の
医
療
機

関
へ
必
ず
電
話
ま
た
は
窓
口
で

予
約
し
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
接
種
実
施
期
間

　

平
成
28
年
10
月
15
日
㈯

～
平
成
28
年
12
月
28
日
㈬

【
高
齢
者
】

○
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
日
に

65
歳
に
な
っ
て
い
る
こ
と
）
、

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
に
自
己
の
身

辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）
を

有
す
る
方
も
含
む
。

○
自
己
負
担　

１
２
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

で
す
が
、
村
住
民
福
祉
課
福
祉

グ
ル
ー
プ
で
発
行
す
る
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
福

祉
グ
ル
ー
プ
（
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
）
に
来
て
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

　

健
康
保
険
証
又
は
後
期
高
齢

者
医
療
受
給
者
証
、
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
対
象
と
な
る
方
は

身
体
障
害
者
手
帳
も
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
小
児
】

○
対
象
者

　

１
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
方

○
助
成
す
る
料
金

　

自
己
負
担
１
２
０
０
円
の
差

額
の
金
額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

（
上
限
額
３
０
０
０
円
）

　

上
記
の
接
種
期
間
に
接
種
し

た
方
で
、
１
回
目
の
接
種
の
み
、

医
療
機
関
で
支
払
い
後
、
払
い

戻
す
方
法
で
料
金
を
助
成
し
ま

す
。

○
払
戻
し
手
続
き

　

接
種
後
、
領
収
書
、
母
子
健

康
手
帳
（
接
種
記
録
が
確
認
で

き
る
物
）
、
通
帳
（
振
込
用
）
、

印
鑑
を
持
参
し
、
平
成
29
年
１

月
31
日
ま
で
に
村
住
民
福
祉
課

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
）
に
来
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
降
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
65
歳
以
上
の
方
」
以
外
の

接
種
は
予
防
接
種
法
に
基
づ

か
な
い
任
意
接
種
で
あ
る
た

め
、
健
康
被
害
が
生
じ
た
際

は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
法
に
基

づ
く
救
済
制
度
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
防

接
種
法
（
定
期
接
種
）
と
比

べ
て
救
済
の
対
象
や
額
等
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５
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一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん
今日から仲居になります

中居　真麻著／ＰＨＰ研究所
(2016年刊)

魔女の誕生日うらない　ワクワク
絹華著／ポプラ社

(2011年刊)

どんぐりむらのほんやさん
なかや　みわ著／学研教育出版

(2014年刊)

たまちゃんのおつかい便
森沢　明夫著／実業之日本社

(2016年刊)

うまくなるミニバスケットボール
松野　千歌画／学研教育出版

(2015年刊)

さいごの一葉
オー・ヘンリー原著／金の星社

(2014年刊)

脳をこう使えば、ボケない、太ら
ない　　　澤口　俊之著／小学館

(2012年刊)

ぼくだけしってる
もりやま　みやこ著／あかね書房

(1987年刊)

ちいさなちいさなまほうのおしろ
さかい　さちえ著／教育画劇

(2014年刊)

後妻業
黒川　博行著／文藝春秋

(2014年刊)

真田十勇士　１　参上、猿飛佐助
小前　亮著／小峰書店

(2015年刊)

ぼうけんめいろ
高氏　雅昭著／梧桐書院

(2015年刊)

希望荘
宮部　みゆき著／小学館

(2016年刊)

１０代からの哲学図鑑
マーカス・ウィークス著／三省堂

(2015年刊)

うんこちゃんようちえんへいく
のぶみ著／ひかりのくに

(2016年刊)

１

３
２

４
５

９月の人気の本　べスト５

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

調査対象期間：2016.９.１～９.30

《図書館からのお知らせ》
　９月２７日㈫に第１小学校２年生が、図書館見学にきました。始めに図書館の利用の
仕方や注意事項などを勉強した後、ミニおはなし会を楽しみました。子どもたちは１人
１冊好きな本を借りていきました。これからも図書館に来てくれるのを待っています。

　図書館では今年度からＢｏｏｋｓｔａｒｔ（ブックスタート）を実施しています。
ブックスタートとは１９９２年に英国で始まり２００１年から日本でも始まりました。
保護者と赤ちゃんとのふれあいのツールのひとつとして活用していただきたいと思いま
す。福祉課で行われる健診の時に絵本の読み聞かせを体験したあとにプレゼントしてい
ます。ご家庭でも絵本を楽しんでいただきたいです。

　小学生の彩椰さんと幼稚園生の涼雅くん。二人とも図書館で行われているおはなし会
や映画会などにも参加してくれています。図書館には、読みたい本や好きな本がたくさ
んあって、いっぱい本が借りられるから。と図書館に来てくれる理由を話してくれまし
た。彩椰さんが好きな本は、のぶみ著「おひめさまようちえん」シリーズ、ぎぼりつこ
著「しずくちゃん」シリーズです。涼雅くんの好きな本は、「のりもの」や「いきも
の」の本、のぶみ著「ぼく、仮面ライダーになる」シリーズです。

田﨑　彩椰さん（８歳）　涼雅くん（６歳）………字新六
図書館のいずみ　 P a r t 29



会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

■内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■小児科

11
■歯科

13 (日) み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎ 28・1001（白河市石阿弥陀）

渡 　 部 　 医 　 院
☎ 44・4111（矢吹町文京町）

内 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 22・7252（白河市久田野）

20 (日) わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎ 21・2166（白河市老久保）

き く ち 診 療 所
☎ 21・8672（中島村滑津）

国 井 歯 科 医 院
☎ 46・2558（大信増見）

23 (水) ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎ 21・5623（白河市立石山）

白 河 市 表 郷 ク リ ニ ッ ク
☎ 32・2316（表郷金山）

吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 51・1661（中島村二子塚）

27 (日) 岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院
☎ 23・7811（白河市結城）

田 　 口 　 医 　 院
☎ 24・1111（白河市郭内）

九 番 町 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 27・3711（九番町）

４ (日) 関 　 医 　 院
☎ 23-3003（白河市横町）

あ り が ク リ ニ ッ ク
☎ 21・1311（白河市北中川原）

白 河 み な み 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 24・3730（白河市薄葉）
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今 月 の 行 事　　【11月10日～12月９日】

10
（木）

出前元気はつらつ教室全体交流会
クラス懇談会、乳幼児家庭教育学級

11
（金）

県学力調査（２年）
●可燃ごみ

12
（土）

心配ごと相談所開設
消防団防御訓練

庭木剪定教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

13
（日）

芸能発表会
休日窓口開庁日（役場・社協）

14
（月） 出前教室（低学年）

15
（火）

平成 29 年度入所児募集（22 日まで）
貯筋会

●可燃ごみ

16
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

17
（木） 第２学期期末テスト

18
（金）

マラソン大会
●可燃ごみ■不燃ごみ

19
（土）

ふくしま駅伝大会開会式
総合健診
文化祭囲碁大会
グラスアート教室
ポーセラーツ教室

休日窓口開庁日（役場・社協）

20
（日）

ふくしま駅伝大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

21
（月） 出前教室（高学年）

22
（火）

貯筋会
文化祭表彰式
なかよしクラブ

●可燃ごみ

23
（水）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（木） 個別面談

25
（金）

成人学級
●可燃ごみ

26
（土）

大人の趣味くらぶ
休日窓口開庁日（役場・社協）

27
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

28
（月） 個別面談

29
（火）

貯筋会
個別面談

●可燃ごみ

30
（水）

集落排水使用料第４期納入期限
村営住宅使用料１１月分納入期限
固定資産税第３期納期限
国民健康保険税第５期納期限
介護保険料第５期納期限
後期高齢者医療保険料第４期納期限

個別面談
ボランティア連絡協議会清掃活動
英会話教室

▲資源ごみ

12/1
（木）

個別懇談
個別面談
よい子の発表会予行練習、弁当の日
なかよしクラブ自由参加日

2
（金）

個別懇談
個別面談

●可燃ごみ■不燃ごみ

3
（土）

授業参観、教育講演会、学年保護者会
休日窓口開庁日（役場・社協）

4
（日）

クラフト教室研修旅行
休日窓口開庁日（役場・社協）

5
（月）

個別懇談
クック＆クッキング

6
（火）

貯筋会
3・4 か月児健診、9・10 か月児健診

●可燃ごみ

7
（水）

個別懇談
ノーメディアデー
英会話教室

▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

8
（木） ６・７か月児健康相談

9
（金）

休肝日
●可燃ごみ

11 ／

12 ／
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Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

11 11 11
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H28.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H28.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H28.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

秋
の
天
金
の
蛹
と
な
り
た
ま
へ　
　
　
　
　
　

政　

夫

風
粗
く
ま
だ
新
ら
し
き
鵙
の
贄　
　
　
　
　
　
　

々

ス
テ
ッ
キ
を
上
げ
て
応
へ
る
水
の
秋　
　
　
　

圭　

子

ひ
た
ひ
た
と
秋
の
急
げ
る
橋
の
上　
　
　
　
　
　

々

秋
深
む
も
つ
と
も
高
き
梢
よ
り　
　
　
　
　
　

栄　

子

青
空
の
一
片
通
る
小
鳥
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

々

百
幹
の
打
ち
揃
へ
た
る
薄
紅
葉　
　
　
　
　
　

光　

德

一
曲
を
歌
ひ
秋
蝶
消
え
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

々

秋
天
に
お
ほ
か
た
埋
り
奥
の
院　
　
　
　
　
　

秀　

子

少
し
づ
つ
記
憶
を
忘
れ
芦
の
花　
　
　
　
　
　
　

々

逆
さ
鴨
空
あ
お
あ
お
と
広
が
れ
り　
　
　
　
　

堯　

子

十
月
の
水
を
見
つ
め
て
考
へ
る　
　
　
　
　
　
　

々

秋
澄
め
る
老
ラ
ン
ナ
ー
の
穴
の
靴　
　
　
　
　

和　

子

後
ろ
向
き
に
首
落
ち
て
ゐ
る
鴨
の
昼　
　
　
　
　

々

し
ば
ら
く
は
目
つ
ぶ
る
鴨
の
思
案
か
な　
　
　

秀　

治

鴨
老
い
て
ど
こ
ま
で
も
又
漕
ぎ
ゆ
け
り　
　
　
　

々

新
松
子
二
つ
拾
ひ
て
迷
ふ
こ
と　
　
　
　
　
　

戴　

子

ふ
と
気
づ
く
す
ず
虫
の
声
一
二
滴　
　
　
　
　
　

々

芒
す
す
き
足
首
冷
え
て
来
た
り
け
り　
　
　
　

潤　

子

対
岸
の
人
の
欠
伸
や
茨
の
実　
　
　
　
　
　
　
　

々

サ
ン
ド
バ
ッ
グ
音
な
く
垂
る
ゝ
柿
の
家　
　
　

光　

郎

涸
れ
て
ゆ
く
沼
に
漬
か
り
て
雲
ゆ
が
む　
　
　
　

々

新
藁
を
積
み
し
公
園
光
り
の
雨　
　
　
　
　
　

直　

子

先
陣
の
鴨
よ
ろ
こ
ば
す
水
の
精　
　
　
　
　
　
　

々

鑑
賞
句　

柿
剝
く
や
家
庭
を
い
ふ
を
そ
れ
ぞ
れ
に　
　

片
山
由
美
子

柿
が
色
付
く
と
昔
は
ど
こ
の
家
の
軒
に
も
干
し
柿
が
吊
る
さ
れ
た
。
早
く
食

べ
た
く
て
何
回
も
さ
わ
っ
て
叱
ら
れ
た
こ
と
も
。
今
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
が
食
べ
頃
に
な
る
と
甘
い
香
り
が
…　
　
　
　
　

（
五
十
嵐
直
子
）

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） お

子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

こ
ち
ら　

戸
籍
窓
口

有
賀
　
遥は

る
と斗

く
ん

　
（
喜
則
さ
ん
・
瑞
希
さ
ん
）

我
妻
　
蒼そ

う
し志

く
ん

　
（
智
久
さ
ん
・
薫
さ
ん
）

萩
原
　
鷹た

か
の
り儀

く
ん

　
（
昂
樹
さ
ん
・
恵
美
さ
ん
）

鈴
木
ア
キ
ヨ
さ
ん	

（
98
歳
）

緑
河
　
菊
枝
さ
ん	

（
91
歳
）

室
　
　
治
子
さ
ん	

（
88
歳
）

石
川
　
　
操
さ
ん	

（
88
歳
）

鈴
木
　
竹
子
さ
ん	

（
98
歳
）

中
畑
チ
ヨ
子
さ
ん	

（
71
歳
）

お
悔
や
み

10月１日

現　　在

男 3,183
6,523 2,078

女 3,334

９月１日

現　　在

男 3,183
6,518 2,078

女 3,335

〔お祝・法要・弔事・御歳暮等〕

ふとんのリフォーム直せる・作れる
ふとん打直し加工…掛敷共各１枚7，450円

西川チェーン店のきたむら寝具館
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

リレートーク 木野内慎一さん（字上町）

次回、木野内美香さん
にバトンタッチ！

　皆さんこんにちは。
　私は泉崎で生まれ育ち、仕事も
村内にある会社に勤めて２８年に
なります。
　就職までの数年間は村を離れま
したが、戻ってからは友人と趣味
の渓流釣りやキャンプで自然を満
喫し、その間、青年会や消防団の
活動を通して、方部の方々に大変
お世話になり、地元生活に根ざす
ことができました。

　現在は、妻、長男、次男の4人
家族で、隣に両親が暮らしていま
す。
　長男は高校受験を控えていて合
格までは、家族も協力し、みんな
で喜べる日が来ることを願ってい
ます。
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　稲刈り体験は、９月２９日（木）に踏瀬字長峯地内の
田んぼ（草野様所有）にて行われ、天王台ニュータウン
の住民の方々など約２０名が参加しました。
　あいにくの天気となりましたが、稲刈りが始まる頃に
は雨も止み、参加者の皆さんは黄金に輝く酒米「夢の
香」を、鎌を用い刈り取っていきました。
　刈取り後、来賓の大木代吉本店（矢吹町）の会長を囲
み食事をしながら歓談しました。
　また、今回刈り取られたお米は、日本酒「愛郷の輝
き」として１２月上旬には村内の酒販販売所にて販売い
たしますのでお楽しみにお待ちください。

「愛郷の輝き交流事業」　稲刈体験を実施
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